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研究成果の概要（和文）：本研究は災害後の被災者の「語り得なさ」をどのように次世代に伝えることができる
かをフィールドワークを含むアクションリサーチによって明らかにすることを目的とした。その結果、「集合的
トラウマ」への着目によって、復興過程におけるコミュニティの喪失が被災者の語り得なさを促進することが明
らかとなった。また、そこにあるはずのものが写っていないという〈不在〉の写真によって、語り得ないものを
語ってもらうのではなく、語り得ないまま、いわば空白のまま伝承する可能性が示された。

研究成果の概要（英文）：The goal of this research was to investigate how the experiences of 
post-disaster survivors, which are difficult to put into words, can be passed down to future 
generations through action research that involves fieldwork. By focusing on the concept of "
collective trauma," the study found that the loss of community during the recovery process made it 
difficult for survivors to express their experiences. Furthermore, photograph of "lacuna," which 
fail to depict what should be present in them, suggested that the unspeakable can be conveyed 
without actually speaking about it.

研究分野： 社会心理学

キーワード： 集合的トラウマ　被災写真返却活動　〈不在〉　半分当事者

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで概念的な研究が主だった「語り得なさ」の輪郭をフィールドワークによってあきらかにした点に本研究
の学術的な意義がある。また、集合的トラウマのように語り得なさもまた個人的なものではなく、集合的に生じ
ることが被災地での調査によって示唆された。これらの結果から、語り得ないものを語り得ないまま伝承するこ
とによって、語り得ないことが語りによって覆い隠されることなく伝承される可能性が示唆された。このことは
本研究の大きな社会的意義であると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
災害伝承とは、当事者が非当事者に向けて語るということの一形式である。そのため、災害伝

承研究においては、当事者が語り非当事者がそれを受けとるというコミュニケーションの成否、
つまり、うまく意味が伝達されたか否かが注目されてきた。 
しかしながら、災害伝承をコミュニケーションとみなす論点には、実践的な瑕疵を抱えている。

先行研究では、コミュニケーションを円滑に行うためには、当事者の語りに含まれる様々な矛盾
を解消し、「意味の通った」語りにすることの必要性が論じられている。このとき、当事者の語
りは、個々人が体験してきた一般化不可能な生の語りではなく、普遍化された大きな物語の一部
に吸収されてしまっている。 
このような一般化は、逆説的に災害の風化を及ぼしている。風化とは、忘却ではなく記憶の定

着であり(永田・矢守, 1996)、つまり、記憶が普遍的な知識になると、とりたてて思い出すこと
が無くなっていくということである。そのため、災害の記憶の風化を防ぐためには、誰にでも当
てはまるような普遍的な物語としてではなく、被災者一人ひとりの固有の被災・復興体験を一人
称的に捉えなおす必要がある。 
しかしながら、一人称的な語りについては、それを語る際の矛盾が指摘されている。例えば、

①不在を存在として語る矛盾（津波で流された生家の跡地で今目の前に我が家が存在している
かのように語るような事例）②当事者性の矛盾（かろうじて被災を免れた人が知人の被災者に言
う「被災していなくてごめんね」というセリフにみられる事例）③時間の矛盾（実際に体験した
過去のことをまだ起きていないことのように話すという事例）が挙げられる。これらの矛盾した
語りを本研究課題では、「語りえなさ」と名付けることにする。 
ここで問題となっているのは、「当事者が語り非当事者が聞く」という構造の限界である。こ

のコミュニケーション構造のために、当事者の矛盾を抱えた語りは捨象され、非当事者にも理解
されやすい物語へと回収されてしまう。では、どのようにして従来の災害伝承のコミュニケーシ
ョン論を打破し、当事者の語りを取り戻すことができるのだろうか。 

 
 

 
２．研究の目的 
 本研究は、以上の問いに答えるために、被災者の語りにおける「語りえなさ」に注目する。本
研究活動では、以下に詳述する主体的時間論(矢守, 2016)をもとに、「語りえなさ」を複数の矛盾
した語りによる揺れ動きとして理解するための実践理論の構築を行う。 
 
 
 
３．研究の方法 
 本研究は主にフィールドワークによって行われた。東日本大震災の被災地の一つである岩手
県九戸郡野田村で震災後から活動しているチーム北リアス写真班の一員として関わりながら、
フィールドワークを続けてきた。チーム北リアス写真班では、津波で流出した写真の洗浄・保管・
返却を行っており、当初は約 8 万枚あった写真も、返却が進み、現在では約 1万 3000 枚となっ
ている。 
 また、本研究の過程で「集合的トラウマ」に着目し、カイ・T・エリクソンの『Everything in 
its Path』の翻訳を通じて、集合的トラウマ理論の整理を行った。それと並行して、『Everything 
in its Path』の舞台となったアメリカウエストヴァージニア州バッファロークリークに訪問し、
災害から約 50年が経過した BC において、どのような伝承がなされているのかを調査した。 
 
 
 
 
４．研究成果 
その結果、「集合的トラウマ」への着目によって、復興過程におけるコミュニティの喪失が被

災者の語り得なさを促進することが明らかとなった。つまり、集合的トラウマとは、災害によっ
て個人が心理的なダメージを負うのではなく、災害前に当たり前に存在していたもの（たとえば
コミュニティ）が災害によって壊され、復興によって崩壊されたことを隠蔽されてしまうことに
よって生じるトラウマである。このことは、バッファロークリークのみならず、たとえば東日本
大震災後の東北の被災地でも問題になっている課題であり、現代にも通用する視座である。 
では、どのように語り得ないものの伝承が可能になるだろうか。その鍵となるのが、そこにあ

るはずのものが写っていないという〈不在〉の写真である。本研究においては、津波で流され草
が生い茂った駅跡地の写真を例に出した。その写真には、駅舎は写っていない。すでに津波によ
って流されたのだから。しかし、駅舎の部分が空白になっている写真は、「そこに駅舎があった



はずだ」という強い想起を可能にする。空白を空白のまま残しておくことの可能性がここで示唆
される。つまり、語り得ないものを語ってもらうのではなく、語り得ないまま、いわば空白のま
ま伝承する可能性が示されたのである。これは、語り得なさの伝承のこれまでほとんど考えられ
てこなかった在りかたであると考える。 
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